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イ ロ ハ

基礎学力の
向上

・全国学力・学習状況調査及びＮＲ
Ｔ、実力テストにおいて、全国平均
を上回る生徒の割合（R4:63.6%）

65% 54% 83% B

・全国学力調査では、国語・数学は
50％、英語は70％であった。
・９月の実力テストでは、１年生は71.2％
、２年生は46.2％、 ３年生は35.2％で
あった。
・１年生は目標を達成できているが、２、
３年生は目標を下回った。

・課題のあった分野や領域の類
似問題に繰り返し取り組ませ、課
題を克服する。
・学力に課題のある生徒につい
ては、基礎・基本を身につける方
法を工夫する。（個別指導など）

○

幸崎思考力
の向上

・「シンキングツール等を有効に活
用し、思考が深まっている」に対し
て、肯定的評価の割合（R4:69.9%）

75% 73% 97% B

・昨年の同時期よりは達成値が上
がっている。
・シンキングツール活用ガイドなどを
用いて取り組んだ成果が少しずつ
出てきた。

・入門編に加えて活用ガイドの実
践編を用いながら授業改善を継
続し、研究授業などを通して教職
員間で情報交流する。

○

ICTの活用
・「授業で、1週間にクロームブック
を3日以上利用している」に対して、
肯定的評価の割合（R4：66.7％）

70% 80% 114% A

・授業改善により、各教科のＩＣＴの
活用が進んだ。
・家庭学習で用いるなど活用方法も
工夫した。
・教科により活用の偏りもある。

・活用方法を交流するなどしてさ
らに活用の機会を増やす。
・ICT支援員の活用等，教員のス
キルUPに取り組む。

○

自己肯定感
の向上

・「自分の良さは周りから認められ
ていると思う」に対して、肯定的評
価の割合（R4:73.8％）

75% 72% 96% B

・生徒同士で学び合う授業展開を多くの
教科で取り入れることで、授業での活躍
の場が多くある。
・行事では、生徒が主体的に作り上げて
いく機会をたくさん設けておりまた、行事
後の振り返りで、各学年において、互い
を認め合える場を設定している。

・生徒が学びたくなるような課題や発
問を提示したり、かかわり合いを必
然的に持たせる授業を展開する。
・行事では先輩から後輩へと引き継
ぐ会を通して，伝統を引き継ぐ責任
感を持つことで，自分の居場所づくり
につなげる。

○

異学年交流
を通して互い
に成長しよう
とする集団の
育成

・「小中合同での行事は自らの成長
につながっている。」に対して肯定
的評価の割合（R4:69.1％）

75% 68% 91% B

・縦割り班活動の充実を意識して、取り
組みを進めている。
・今年度、初めて小学生が参加しての運
動会を実施した。天候の関係で、一緒に
練習する時間が確保できなかった。その
ため，成長を実感できなかったとのでは
ないか。

・引き続き、縦割り班活動の充実
を意識して、取り組む。特に、互
いの取り組みを評価し、認め合う
場を設定する。

○

健康の増進と
体力の向上

・持久力、柔軟性について3割の生
徒が県平均を上回る 80%

持久力
58%

柔軟性
22%

持久力

73%
柔軟性

28%

持久力
C

柔軟性
D

・目標達成できた生徒は、
持久力（ｼｬﾄﾙﾗﾝ）：19人中11人
柔軟性（長座体前屈）：18人中4人
・特に柔軟性に課題がある。

・体育の授業での柔軟運動を継
続して行う。
・柔軟性を高めることでケガの防
止につながることや運動のﾊﾟ
ﾌｫｰﾏﾝｽ向上につながることを理
解させ、必要性を持たせる。

○

郷土愛の醸
成

・（郷芸を通して）「自分には良いと
ころがある」に対して、肯定的評価
の割合（R4:69.1%）

75% 58% 77% C

・各パートごとで、３年生のリーダー
を中心に自主的な練習を進めてい
る。
・行事の経験不足から、リーダーとし
ての動きやパート内でのかかわり方
で生徒自身が困る場面もある。

・これまで継続して取り組んでき
た自主的な活動（各パートリー
ダー中心）を継続していく。
・経験を増やすため、全校（生徒
会）や学級の生徒同士のかかわ
りを増やす取り組みを計画する。

○

充実感・達成
感に満ちた教
育活動と教職
員の働き方
改革の推進

・時間外勤務45時間以内の職員の
割合（R4:77.7％） 80% 73% 91% B

・見通しをもって取り組めるよう、行
事予定を早めに提示している。
・定時退校日や時間外在校時間を
意識して業務に取り組むことができ
ている。
・学期はじめや行事前に、時間外在
校時間がオーバーしがちである。

・見通しをもって取り組めるよう、
引き続き行事予定を早めに提示
し、各分掌や分担で確認する。
（経営会議で進捗状況を確認）
・定時退校日や時間外在校時間
を意識できるよう提示方法等を
工夫する。

○
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評価計画 自己評価 学校関係者評価

ａ　学校教育目標 自ら学ぶ、心豊かな生徒の育成
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　

【ビジョン】（自校の将来像）

　◎社会のために役立とうとする志を持つ生徒の育成
　◎地域・保護者の期待に応える学校
　◎伝統や文化の継承を軸に成長する学校
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ｊ
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ｋ
結果と課題の分析

・継続して授業に活用
してほしい。
・思考力、表現力、判断
力の育成に向けて、ガ
イドを活用し授業改善
に取り組んでいる。

・ICTの効果的な活
用を研修し、授業等
において積極的に
活用する。

・ICTの活用は、必須だ
と思う。進めてほしい。
・積極的に取り組んで
ほしい。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

・個々の良さを認め
合える授業と行事を
通して、居場所のあ
る集団づくりを推進
する。

・子供の主体性を大切
に、授業や行事を取り
組んでいる。
・生徒が主体的に取り
組める仕掛けが必要。

・基礎トレーニング
を充実し、体力・運
動能力の向上を図
る。

・柔軟性を養うための
日々のストレッチ等が
必要だと思う。授業で
の取り組みも継続して
ほしい。

確
か
な
学
力

幸崎思考力を
育み、自律的
に学ぶ生徒を
育成する。

・学年が上がるにつれ
て、理解度の差が広
がっている。理解してい
ない生徒への手立てを
しっかり行ってほしい。
・個別対応の充実を。

・縦割り班活動の充
実を図り、リーダー
の育成と自治的集
団の質の向上を目
指す。

・家庭学習の習慣
化やドリル学習の充
実を図り、基礎学力
の向上を図る。

・シンキングツール
の活用や協働的な
学習を充実すること
で授業改善を図る。

自他を大切に
し、ともに成長
しようとする生
徒を育成す
る。

・縦割り班や異学年交流
は、幸崎ならではの取り
組みだと思う。継続してほ
しい。
・小中の交流から生徒が
安心して学ぶ姿勢が感じ
られる。

信
頼
さ
れ
る
学
校

自校に誇りを
持ち、地域に
信頼される学
校づくりの推
進を図る。

・地域や社会と関わり
を持ち、自治活動を推
進する。

・コロナの影響もあり、
経験不足が見受けられ
る。今できる事を、取り
組んでいってほしい。

・行事や活動を見直
し、業務改善に取り組
む。
・定時退校日と月別時
間外在校時間の縮減
（45時間以内）を徹底
する。

・町内の人や外部講師
等の協力も考えてみて
はどうか。
・職員の健康第一に、
ワークライフバランス
を。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。
ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


